賛成討論

　2番、金崎ひさでございます。新葉クラブを代表いたしまして、議会議案第31-2号「中学校給食の早期実施を求める決議」に対し、賛成の立場で、討論に参加いたします。

この決議は、表題のとおり、中学校給食の早期実施を求めるものです。中学校給食については、学校給食センター方式で行なうとの意向が示され、さまざまな紆余曲折があり、実施されないまま今日に至っております。

現在は用地選定の段階だと聞いておりますが、15日に最新情報をいただくこととなっております。

前回の葉山中学校駐車場を利用しての計画は、立地条件の悪さと20億円もの膨大な経費がかかることにより、議会が反対の意向を示しました。ここに至って、「早期実施の決議」が提出されたのは、決議案にも示されているように、用地確保と施設整備を早急にすすめながらも、同時に当面の措置として、完全給食の提供ができるように求めるものと捉えています。それほど、中学校給食を望む声が大きく、民意の実現のためと受け止め、賛成をいたします。

しかし、町財政は今後、大型事業の推進のための財政支出が見込まれています。クリーンセンターの改修、公共下水道の10年概成を達成するための数々の計画、トイレを始めとする学校施設の改修計画、全て手を付け始めて、推進するのみの状況ですので、更なる給食センターの建設は財政上、多少の不安がございます。

今後、給食センター建設にあたっては、工夫を重ね、経費の削減を図ることは、もとよりでございますが、観点を変え、学校給食のみならず、広く公共の福祉に寄与するものとするか、また、町長の御発言にあったように、再生エネルギーの導入により、経費削減を図るのか、提案を待ちたいと考えております。いずれにしても、関係者のみならず、全町民が納得のいく施設となることを期待して、議会議案第31-2号の賛成討論を終わります。
